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 すこしずつ夜が長くなり，秋らしくなってきましたね。 

秋といえば，「芸術の秋」「スポーツの秋」「食欲の秋」というように， 

何かをするにはぴったりの季節です。 

今年は「読書の秋」を過ごしてみては，いかがですか？  

北図書館職員のオススメ本の紹介です。 

 

京都市北図書館だより 

『ザ・ママの研究 増補新版』 

信田 さよ子／著 （新曜社 2019） 

 

『2030 年のハローワーク』 

図子 慧／著 （KADOKAWA 2019） 

 

 

今の仕事は，AI に取って代わられ

る？！ 「１０年後に消える仕事，残

る仕事を考えなさい」と先生から課題

を出された中学生のミーンさんたち

は，とある研究所でヴァーチャルリア

リティを使った自分の未来予想図を

見てみることに…。進路に迷った時の

一冊に。 

“やさしく，こわく，そしてウザイ……

そんなママと付き合うために”  

 

ママと娘の適度な距離って難しい。だ

から，ママをタイプ別に研究してみよ

う。あなたのママはどのタイプ？ママ

だけじゃなく，パパもばぁばも載って

います。 
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人気雑誌の連載を本にしたもの。恋
愛，人間関係，お金などの悩みに，厳
しくも愛情とユーモアたっぷりに答

えてくれ，また，近年薄れてしまった
奥ゆかしさ，恥，思いやりなど日本人
の美徳についても解説してくれます。 

『乙女の教室』 

美輪 明宏／著 （集英社 2008） 

３４歳の著者が，思い出すと恥ずかし

く笑える（しかし当時は真剣だった）

男子高校生の自分を，軽快なタッチで

コミカルに描きます。単純に笑えるの

で，電車で読むときはお気をつけくだ

さい。 

『十七歳だった!』 

原田 宗典／著 （マガジンハウス 1993） 

『希望（ホープ）のいる町』 

ジョーン・バウアー／著 中田 香／訳 

（作品社 2010） 

『ハートビートに耳をかたむけて』 

ロレッタ・エルスワース／著 三辺 律子／訳 

             （小学館 2011） 

夢を追いかけるスケート漬けのイー

ガンと，心臓病を抱えて家で絵ばかり

描いているアメリア。全く違う人生が

ひとつの事故をきっかけに心臓移植

でつながる。文字通り，心（ハート）

をとおして。移植されたアメリアは自

分のものではない感覚に襲われて…。

ハートウォーミングストーリーです。 

女子高生のホープは，「人生は楽なも

のじゃない」と考えるしっかり者。し

かし，それは親から捨てられ，各地を

転々とするなかで人に裏切られた経

験によるもの。ある田舎町で病気を抱

えながらも町の人のために闘う G・T

との出会いから，信頼感や心の安らぎ

を見つけていくという読み応えのあ

る作品です。 
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ある日，主人公グレゴール・ザムザが

目覚めた時，芋虫のような姿になって

いました。虫になってしまったこと

で，周りの人の主人公に対する反応が

変わっていきます。不思議な小説を読

みたい人におすすめです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

英国史上で有名な，マントのエピソー

ドを元にした物語。偶然，女王暗殺計

画を知ってしまった，刺繍が得意なお

針子の少女メアリーが巻き込まれた

スリリングな半年間。登場する豪華な

衣装を想像するのが楽しいです。 

戸村兄弟は，まるで正反対。でも，兄

が家を出たのを機に，それぞれが自分

の人生と向き合い，お互いの思いにも

気づいていきます。兄弟を交互に描く

展開や大阪弁の笑える会話が面白い

です。 

『戸村飯店青春 100 連発』 

瀬尾 まいこ／作 （理論社 2008） 

飛行機を操縦していたぼくは，砂漠に

不時着してしまい，そこで小さな星か

らやってきたという王子と出会いま

す。王子は，さまざまな星の話を聞か

せてくれます。本当にたいせつなもの

は何か，考えさせてくれるお話です。 

『星の王子さま オリジナル版』 

サン=テグジュペリ／作 内藤 濯／訳 

（岩波書店 2000） 

『変身 改版』 

カフカ［著］ 高橋 義孝／訳  

（新潮社 2011） 

『エリザベス女王のお針子』 

ケイト・ペニントン／著 柳井 薫／訳  

         （徳間書店 2011） 
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京都市北図書館からのお知らせ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★京都市図書館で本を借りるときは図書館カードが必要です。カードの発行には， 

住所，氏名を確認できるものが必要です。 

読書週間記念事業 

『司書のイチオシ わたしをつくった本』 

 京都市図書館は，100人以上の司書がいる「本のプロフェッショナル集団」です。 

 そんな司書たちが，今回は，何度も読み返した本，ピンチから救ってくれた本，

世界を広げるきっかけをくれた本など，「わたし」の一部となっている「イチオシ」

本をご紹介。期間中全館で，42冊のコメント付き一覧を掲示します。 

 気になる本を見つけたら，借りて読んでみませんか。 

 

【展示期間】 

10月 28日（水曜日）から 11月 9日（月曜日）まで 

※休館日の 11月 4日（水曜日）を除く 

 

「司書のイチオシ わたしをつくった本」コメント付き一覧は， 

京都市図書館のホームページでも公開しています。 

 

京都市北図書館 

〒603-8214 

京都市北区紫野雲林院町 44-1 

TEL 075-492-8810 

開館時間  平日 9:30～19:30 

     土日祝 9:30～17:00 

休館日  毎週火曜日（祝日の場合は翌日） 

URL     http://www2.kyotocitylib.jp/ 

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，開館

時間が異なる場合がありますので，ご注意ください。

くわしくは，ホームページをご確認ください。 


